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令
和
４
年  

中
川
村
こ
の
１
年

　

２
０
２
２
年
も
あ
と
少
し
で
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
は
ど
ん
な
１
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
１
年
間

の
で
き
ご
と
を
写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

3
日　

令
和
3
・
4
年
中
川
村
成
人
式

　
　
　
（
令
和
3
年
61
人
、令
和
4
年
43
人
）　

①
②

8
日　

新
年
総
代
会

9
日　

消
防
団
出
初
式

20
日　

第
1
回
中
川
村
議
会
臨
時
会

4
日　

東
小
学
校
新
入
学
児
童
か
ば
ん
贈
呈
式（
来
入
児
13
人
）

　
　
　

西
小
学
校
新
入
学
児
童
か
ば
ん
贈
呈
式（
来
入
児
20
人
）

14
日　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
　
　

3
回
目
接
種
開
始

1
日　

65
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
　
　

3
回
目
接
種
開
始

1
日
〜
18
日　

3
月
中
川
村
議
会
定
例
会

16
日　

東
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
卒
業
生
22
人
）

　
　
　

西
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
卒
業
生
21
人
）

17
日　

中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
卒
業
生
49
人
）

23
日　

駒
ヶ
根
警
察
署
中
川
村
警
察
官
駐
在
所
が
開
所

27
日　

消
防
団
新
幹
部
・
新
入
団
員
任
命
式

2
日　

御
射
山
神
社
式
年
御
柱
大
祭　

③

6
日　

東
小
学
校
入
学
式（
新
入
生
13
人
）

　
　
　

西
小
学
校
入
学
式（
新
入
生
20
人
）

　
　
　

中
学
校
入
学
式（
新
入
生
43
人
）

12
日　

60
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
　
　

3
回
目
接
種
開
始

4
日　

上
宮
外
縣
神
社
御
柱
祭　

④

9
日　

な
か
が
わ
ア
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
試
食
会

10
日　

飯
沼
の
棚
田
田
植
え
　
⑤

22
日　

天
竜
川
上
流
総
合
水
防
演
習

6
日
〜
10
日　

6
月
中
川
村
議
会
定
例
会

23
日
、
24
日　

東
小
学
校
音
楽
会

24
日　

西
小
学
校
音
楽
会

25
日　

第
25
回
図
書
館
ま
つ
り

12
日　

み
な
か
た
保
育
園
夏
祭
り

14
日　

水
神
祭

15
日　

片
桐
保
育
園
夏
祭
り

　
　
　

第
4
弾　

な
か
が
わ
生
活
応
援
商
品
券
販
売

16
日　

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業「
音
楽
の
絵
本　

ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
」

18
日　

第
28
回
村
民
野
球
大
会

26
日　

中
学
校
体
験
学
習
交
流　

北
海
道
中
川
町
訪
問

30
日　

中
川
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
代
替
企
画

　
　
　
「
中
川
お
う
ち
で
ど
ん
ち
ゃ
ん
」　

⑥

１月２月３月４月５月６月７月

　　　　　 飯沼の棚田田植え ⑤

　　　　御射山神社式年御柱大祭 ③

　　　　上宮外縣神社御柱祭 ④ 　　　　　令和３年成人式 ①

　　　　　令和４年成人式 ②



2
日　

中
川
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

16
日　

ど
ん
ち
ゃ
ん
抽
選
会

27
日　

陣
馬
形
山
の
ろ
し
上
げ

　
　
　
（
第
15
回
武
田
信
玄
狼の

ろ
し煙

リ
レ
ー
）

30
日　

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
　
　

4
回
目
接
種
開
始

10
日　

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業「
松
元
ヒ
ロ　

ソ
ロ
ラ
イ
ブ
」

12
日
〜
30
日　

9
月
中
川
村
議
会
定
例
会

15
日　

長
寿
祝
賀
訪
問

17
日　

東
小
学
校
運
動
会

23
日　

片
桐
保
育
園
運
動
会

24
日　

み
な
か
た
保
育
園
運
動
会

27
日
〜
10
月
10
日　

中
川
村
シ
ニ
ア
作
品
展

30
日
、10
月
1
日　

中
学
校
牧
ヶ
原
祭

1
日　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」の
日
美
し
い
村
づ
く
り
ボ
ラ
ン

　
　
　

テ
ィ
ア
作
業

3
日　

チ
ョ
イ
ソ
コ
な
か
が
わ
出
発
式　

⑦

8
日　

西
小
学
校
運
動
会

11
日
〜
13
日　

北
海
道
中
川
町
中
学
生
来
村
、中
学
生
体
験
学
習
交
流

15
日　

第
13
回
中
川
村
育
樹
祭

22
日　

な
か
が
わ
産
業
祭

29
日　

西
小
学
校
1
5
0
周
年
記
念
式
典　

⑧

2
日　

中
川
村
功
労
者
表
彰
式

4
日
〜
6
日　

第
47
回
村
の
文
化
祭　

⑨

8
日　

中
学
生
子
ど
も
議
会

12
日　

東
小
学
校
1
5
0
周
年
記
念
式
典　

⑩

　
　
　

60
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
）を
接
種
開
始

27
日　

第
27
回
中
川
ア
ル
プ
ス
展
望
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
ク

2
日　

第
5
回
中
川
村
キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

3
日　

第
47
回
三
者
共
催
講
演
会「
ネ
ッ
ト
の
こ
こ
が
心
配
」

　
　
　

南
澤
信
之
さ
ん

6
日　

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業「
年
忘
れ
花
形
寄
席　

中
川
寄
席
」

6
日
〜
12
日　

12
月
中
川
村
議
会
定
例
会

8
日　

年
末
総
代
会

16
日　

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
）を
接
種
開
始

26
日
〜
30
日　

消
防
団
年
末
夜
警

８月９月10月11月12月

　　　　　 中川おうちでどんちゃん ⑥

　　　　　西小学校150周年記念式典 ⑧

　　　　チョイソコなかがわ出発式 ⑦

　　　　　　第47回村の文化祭 ⑨

　　　　　東小学校150周年記念式典 ⑩
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中川村功労者表彰

表
　
彰
　
状

 

自
治
功
労

　
　

栁
生　

仁 
さ
ん

　

平
成
22
年
８
月
24
日
か
ら
令
和
４

年
８
月
23
日
ま
で
の
３
期
12
年
間
中

川
村
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の

間
総
務
経
済
委
員
会
委
員
長
と
し
て

４
年
間
、
厚
生
文
教
委
員
会
委
員
長

と
し
て
２
年
間
そ
の
重
責
を
担
わ
れ

令和４年度

【
表
彰
状
】

　

自
治
功
労

　
　

栁
生　

仁
さ
ん

　

自
治
功
労

　
　

米
山　

久
寿
さ
ん

　

社
会
福
祉
功
労

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
・

�

や
ら
ま
い
か
」

ま
し
た
。

　

特
に
、
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
計

画
策
定
、
文
化
公
園
周
辺
施
設
整
備

事
業
の
牧
ヶ
原
集
会
施
設
の
建
設
、

歴
史
民
俗
資
料
館
・
ア
ン
フ
ォ
ル
メ

ル
美
術
館
の
周
辺
整
備
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
改
修
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
村
民
の
議
会
・
村
政
に

対
す
る
意
見
、
提
案
な
ど
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、「
議
会
だ
よ
り
モ
ニ

タ
ー
」
制
度
を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
防
災
・
消
防
団
体
制
の
充

実
、
歩
道
の
な
い
道
路
の
交
通
安
全

対
策
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
）
な
ど
村

民
の
暮
ら
し
に
関
す
る
施
策
の
実
施

に
尽
力
さ
れ
、
村
政
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
中
川
村

功
労
者
表
彰
式
が
11
月

2
日（
水
）、
中
川
村
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
受
賞
者
は

次
の
方
々
で
す
。

左から、米山久寿さん、栁生仁さん、特定非営利活動法人「ふるさとづくり・やらまいか」　桃澤傅さん
 

自
治
功
労

　
　

米
山　

久
寿 

さ
ん

　

平
成
22
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま

で
６
期
12
年
間
中
川
村
上
下
水
道
運

営
審
議
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の

間
中
川
村
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
や
消

費
税
増
税
に
対
す
る
上
下
水
道
料
金

改
定
な
ど
に
携
わ
れ
ま
し
た
。
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
は
上

下
水
道
運
営
審
議
会
会
長
の
重
責
を

担
わ
れ
、
飯
島
町
か
ら
の
水
道
用
水

受
水
、
中
川
村
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
、

浄
化
槽
の
修
繕
等
に
関
す
る
補
助
金

の
創
設
な
ど
、
村
の
上
下
水
道
事
業

が
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
て
継
続
で

き
る
よ
う
審
議
を
尽
く
し
、
村
の
上

下
水
道
事
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

 

社
会
福
祉
功
労

　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
・

 

や
ら
ま
い
か
」

　

平
成
16
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３

月
ま
で
18
年
間
、
村
営
巡
回
バ
ス
の

運
転
業
務
を
受
託
し
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
や
高
校
生
の
通
学
、
村
民
の
移
動

手
段
の
確
保
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
密
着
型
で
親
し
ま

れ
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
タ
ク
シ
ー
「
ぽ
か

ぽ
か
」
は
、
過
疎
地
有
償
運
送
を
、

特
区
を
活
用
し
な
い
体
制
と
し
て
全

国
に
先
駆
け
て
開
始
、
村
営
巡
回
バ

ス
の
利
用
が
難
し
い
住
民
の
交
通
手

段
と
し
て
、
平
成
16
年
10
月
か
ら
令

和
４
年
９
月
ま
で
18
年
間
運
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
の
事
業
に
つ
い
て
、
当
初
か

ら
運
行
法
人
と
し
て
参
画
、
貢
献
さ

れ
、
村
民
の
交
通
手
段
の
確
保
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。
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表
　
彰
　
状

　
　

芦
澤　

惠
子 

さ
ん

　

平
成
15
年
７
月
か
ら
１
期
２
年
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
２
期
４
年
の
計

６
年
間
、
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
在
任
中
は
、

自
身
の
研
鑽さ

ん

を
深
め
る
と
と
も
に
、

住
民
対
象
の
学
習
会
お
よ
び
講
演
会

の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
経
験
を
も

と
に
多
く
の
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、

男
女
の
意
識
改
革
や
実
践
の
推
進
な

ど
、
男
女
共
同
参
画
の
進
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度

か
ら
地
域
未
来
塾
の
支
援
員
お
よ
び

　

令
和
４
年
度
中
川
村

教
育
委
員
会
功
労
者
表

彰
式
が
11
月
18
日（
金
）

に
中
川
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
受
賞
者
は

次
の
方
々
で
す
。

【
表
彰
状
】

　

芦
澤　

惠
子
さ
ん

　

長
尾　

久
美
子
さ
ん

　

川
田　

多
喜
雄
さ
ん

　

中
山　

理
恵
さ
ん

教
育
委
員
会

TEL 

88
―
１
０
０
５

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
小
中
学

生
の
学
習
支
援
に
携
わ
り
、
児
童
・

生
徒
の
学
力
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

長
尾　

久
美
子 

さ
ん

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
４
期
８
年

間
、
社
会
教
育
委
員
と
し
て
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
社
会
教
育
に
深
い
理
解

を
持
ち
、
社
会
教
育
事
業
の
充
実
に

多
く
の
提
言
を
い
た
だ
き
、
特
に
な

か
が
わ
通
学
合
宿
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
自
身
が
所
属
す
る
社
会

教
育
登
録
団
体
の
活
動
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
社
会
教
育
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

川
田　

多
喜
雄 

さ
ん

　

平
成
21
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま

で
の
13
年
間
、
中
川
村
公
民
館
社
会

文
教
部
正
副
部
長
と
し
て
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
各
分
館
役
員
か
ら
の
信
頼

も
厚
く
、
分
館
役
職
員
総
会
や
研
修

に
際
し
て
は
、
有
意
義
な
意
見
交
換

を
行
い
、
分
館
活
動
の
活
性
化
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
祭
や
成
人
式
な
ど
の

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
、
文
教

部
員
を
ま
と
め
上
げ
、
参
加
者
や
来

場
者
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
一
体
と
な
っ

た
行
事
運
営
を
行
う
な
ど
、
文
化
活

動
の
進
展
に
尽
く
さ
れ
、
社
会
教
育

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

中
山　

理
恵 

さ
ん

　

平
成
16
年
４
月
か
ら
体
育
指
導
委

員
を
通
算
２
期
２
年
、
平
成
23
年
８

月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
５
期

10
年
の
計
12
年
間
に
わ
た
り
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
や
ア
ル
プ
ス
展
望
さ

わ
や
か
ウ
オ
ー
ク
の
運
営
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
講
師
と
し
て
積
極
的
に
活

躍
さ
れ
、
公
民
館
活
動
を
は
じ
め
社

会
体
育
事
業
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

左から　中山理恵さん、長尾久美子さん、芦澤惠子さん、川田多喜雄さん
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新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
み
な
さ
ん

　

任
期
満
了
に
伴
う
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
12
月
１
日
付
け
で
16
人
の
み
な
さ
ん
が
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
中
川
村
福
祉
事
務
調
査
委
員
を
村
長
か
ら
委
嘱
し
ま
し
た
。
任

期
は
令
和
４
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
み
な
さ
ん
の
お
名
前
と
担
当
地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
正
副
会

長
は
12
月
２
日
の
民
生
児
童
委
員
協
議
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会　長

福島　章 さん（三共）
担当：三共・南陽・桑原

副会長

南沢　初子 さん（柏原）
担当：柏原・渡場

副会長

沢田　健司 さん（横前）
担当：横前・針ヶ平

宮脇　昌志 さん（飯沼）
担当：美里・飯沼

佐々木文英 さん（下平）
担当：北組・下平

吉澤みち子 さん（中組）
担当：中組

米山　千年 さん（沖町）
担当：沖町・八幡平

松下　春男 さん（葛北）
担当：葛北・柳沢

上久保悦子 さん（小平）
担当：小平・竹ノ上・小和田

松村　節子 さん（上前沢）
担当：中通・上前沢

宮下　公彦 さん（田島）
担当：田島

田中美恵子 さん（中田島）
担当：中田島・南田島

片桐　秀子 さん（中央）
担当：中央

主任児童委員

傳宝　美穂 さん（八幡平）
担当：片桐地区

主任児童委員

遠山　宏子 さん（南原）
担当：南向地区

小笠原尚子 さん（牧ヶ原）
担当：牧ケ原・南原

　

福
祉
に
関
す
る
相
談
は
、
担
当
地

区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
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　【
支
給
対
象
世
帯
】

①
住
民
税
所
得
割
非
課
税
（
均
等
割

の
み
課
税
）
世
帯

　

令
和
４
年
９
月
30
日
現
在
、
中
川

村
に
住
所
を
有
し
、
世
帯
全
員
の
令

和
４
年
度
分
の
住
民
税
所
得
割
が
非

課
税
で
あ
る
世
帯

②
家
計
急
変
世
帯

　

令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
の
収
入

が
予
期
せ
ず
減
少
し
、
住
民
税
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
世
帯
員
全
員
が
、
住

民
税
所
得
割
非
課
税
相
当
と
な
っ
た

世
帯

※
定
年
退
職
な
ど
に
よ
り
収
入
が
無

い
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
な

場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
令
和
４
年
９
月
30
日
以
降
に
同
一

住
所
で
世
帯
分
離
を
し
た
場
合
は

同
一
世
帯
と
み
な
し
ま
す
。

【
該
当
と
な
ら
な
い
世
帯
】

・
支
給
対
象
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
住

民
税
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る

親
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

・
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
金
の
支
給
対
象
世
帯

【
給
付
額
】

　

１
世
帯
当
た
り
３
０
，０
０
０
円

※
１
世
帯
１
回
限
り
。
支
給
対
象
世

帯
①
・
②
お
よ
び
他
市
町
村
と
の

重
複
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
支
給
手
続
き
】

①
住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯

・
給
付
内
容
や
確
認
事
項
が
書
か
れ

た
「
確
認
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

内
容
を
確
認
し
て
、
返
信
し
て
く

だ
さ
い
。

・
令
和
４
年
中
の
転
入
に
よ
り
所
得

が
不
明
な
場
合
は
「
申
請
書
」
を

送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
添
付
書
類
と
一
緒
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②
家
計
急
変
世
帯

・
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に

申
請
が
必
要
で
す
。
役
場
で
申
請

手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
審
査
の
結
果
、
支
給
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
提
出
期
限
】

　

令
和
５
年
２
月
28
日（
火
）

【
添
付
書
類
】

○「
申
請
書
」
で
申
請
す
る
世
帯

・
所
得
証
明
（
令
和
４
年
１
月
１
日

現
在
住
所
地
で
交
付
）

・
受
取
口
座
の
金
融
機
関
名
、
口
座

番
号
、
口
座
名
義
人
が
分
か
る
通

帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）
の
写
し

○
家
計
急
変
世
帯

・
簡
易
な
収
入（
所
得
）見
込
額
の
申

立
書

・
令
和
４
年
中
の
収
入
の
見
込
額
ま

た
は
任
意
の
１
か
月
の
収
入
の
状

況
を
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

【
令
和
４
年
中
の
収
入
】令
和
４
年

分
の
源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
書

な
ど

【
任
意
の
１
か
月
の
収
入
】申
請
月

に
可
能
な
限
り
直
近
の
１
か
月
の

給
与
明
細
な
ど

【
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

�
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令
和
４
年
度
住
民
税
所
得
割
非
課
税

（
均
等
割
の
み
課
税
）世
帯
の
み
な
さ
ん
へ

長
野
県
・
中
川
村
生
活
困
窮
世
帯

�
緊
急
支
援
金
を
支
給
し
ま
す

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　
仕
事
や
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
の
相
談
窓
口
で

�

食
品
・
生
活
用
品
を
配
布
し
て
い
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
な
ど
の
影
響
で
、
生
活
に

困
っ
て
い
た
り
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
い
る
村
民
の
方
の
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。
話
す
こ
と
で
、
気
持
ち
が

楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
で
生

活
に
困
っ
て
い
る
村
民
の
方
に
、
食

品
や
生
活
用
品
の
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
窓
口
、
配
布
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
旧
か
つ
ら
の
丘
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
管
理
棟
）

・
平
日
午
前
９
時
～
12
時

　

第
２
・
４
土
曜
日
午
前
９
時
～
12

　

時
・
TEL 

98
―
０
０
２
７

▼
中
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

・
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
TEL 

88
―
３
５
５
２

　

年
末
年
始
に
食
事
に
困
る
家
庭
を

応
援
す
る
た
め
、
年
末
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

▼
募
集
す
る
食
品

・
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
カ
ッ
プ

麺
、
菓
子
類
、
米
（
２
０
２
１
～

２
２
年
度
産
）、
災
害
備
蓄
品
な
ど

▼
ご
注
意
い
た
だ
く
点

・
賞
味
期
限
が
１
か
月
以
上
あ
る
も

　

の
・
未
開
封
の
も
の

・
包
装
や
外
装
が
破
損
さ
れ
て
い
な

　

い
も
の

・
日
本
語
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の

・
常
温
保
存
で
き
る
も
の

▼
食
品
の
受
付
場
所

・
農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

・
中
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

貴
重
な
食
品
を
ロ
ス
し
な
い
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

�
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フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　（
食
料
支
援
）に

�

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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「
中
川
村
子
ど
も
議
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

中
学
生
代
表
10
人
の
議
員
が
鋭
く
質
問

　

11
月
８
日（
火
）に
中
川
村
役
場
議

場
で
「
中
川
村
子
ど
も
議
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
は
『
小
・
中
学
校
を

通
じ
て
「
ふ
る
さ
と
学
習
（
キ
ャ
リ

ア
教
育
）」
に
取
り
組
ん
で
き
た
子

ど
も
た
ち
が
、
一
連
の
学
習
の
ま
と

め
と
し
て
、「
中
川
村
子
ど
も
議
会
」

で
村
の
課
題
解
決
に
向
け
た
提
案
を

行
い
、
地
域（
村
）を
構
成
す
る
一
人

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
高
め
、
社
会

を
生
き
抜
く
力
を
培
う
』
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
中
川
中
学
校
３
年
生

（
２
ク
ラ
ス
、
45
人
）が
10
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
村
の
課
題
解
決
に
向
け

て
検
討
し
て
き
た
内
容
を
質
問
に
ま

と
め
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
10
人
が

議
員
と
な
っ
て
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
議
長
を
松
澤
文
昭
村
議

会
議
長
が
務
め
、
村
か
ら
は
村
長
を

は
じ
め
理
事
者
、
課
長
な
ど
11
人
が

参
加
し
、
村
議
会
と
同
じ
運
営
方
法

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
副
議
長
以
下
９
人
の
村
議

会
議
員
が
中
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に
入

り
、
議
場
で
の
所
作
や
質
問
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
代
表
10
人

以
外
の
生
徒
は
、
テ
レ
ビ
中
継
を
教

室
で
視
聴
し
、
議
会
傍
聴
を
し
な
が

ら
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　

質
問
に
立
っ
た
10
人
は
、
緊
張
し

な
が
ら
も
堂
々
と
質
問
・
意
見
を
述

べ
、
地
域
活
性
化
や
人
口
減
少
問
題
、

子
育
て
支
援
、
働
く
場
の
確
保
、
村

の
情
報
発
信
な
ど
の
課
題
解
決
に
向

け
て
村
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

質
問
時
間
が
一
人
７
分
程
と
短
い

持
ち
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
村

側
の
答
弁
に
さ
ら
に
突
っ
込
ん
だ
再

質
問
を
展
開
し
、「
非
常
に
鋭
い
」

と
村
長
が
う
な
る
場
面
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

村
の
現
状
や
課
題
を
知
り
、
村
議
会

へ
の
関
心
が
高
ま
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
の
視
点

だ
か
ら
こ
そ
の
気
づ
き
や
提
言
に
つ

い
て
は
、
村
に
と
っ
て
も
将
来
の
村

づ
く
り
の
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

質
問
内
容

１
番　
宮
下　
徳の

り
ひ
さ久　
さ
ん

●
今
あ
る
施
設
や
資
源
に
お
金
を
使

い
、
村
を
活
性
化
さ
せ
る
。

�

村
長�　
堅
実
な
財
政
運
営
を
し
て

い
く
う
え
で
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
も
多

く
の
み
な
さ
ん
に
村
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

み
を
続
け
て
い
く
。

２
番　
村
上　
英え

い
た太　

さ
ん

●
村
内
の
移
動
を
楽
に
す
る
電
動
自

転
車
・
電
動
ス
ク
ー
タ
ー
の
貸
出

し
を
行
っ
て
は
。

�
村
長�　
提
言
を
積
極
的
に
受
け
止

め
、
村
内
滞
在
型
の
観
光
で
移
動

に
電
動
バ
イ
ク
を
使
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、

考
え
て
い
き
た
い
。

３
番　
鈴
木　
楓ふ

う
か花　

さ
ん

●
中
川
村
を
移
住
し
や
す
い
村
に
す

る
た
め
に
、
働
け
る
場
所
や
求
人

状
況
と
村
の
良
さ
を
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
発
信
す
る
。

�

村
長�　
ま
ず
情
報
を
発
信
し
て
い

な
い
と
知
っ
て
も
ら
え
な
い
。
移

住
・
定
住
を
進
め
る
う
え
で
非
常

に
重
要
に
受
け
止
め
、
積
極
的
に

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。
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４
番　
矢
澤　
耕こ

う
せ
い成　
さ
ん

●
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
県
内
外

か
ら
移
住
者
を
増
や
す
た
め
に
住

宅
の
建
設
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

�

村
長�　
空
き
家
の
貸
出
し
や
売
却

す
る
た
め
の
片
づ
け
、
取
壊
し
な

ど
に
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、

な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
と
い
う

の
が
現
状
。
村
営
住
宅
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
研
究
、
検
討

す
る
。

●
補
助
制
度
が
あ
る
と
の
答
弁
だ

が
、
な
ぜ
そ
れ
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
の
か
。

�

村
長�　
額
の
問
題
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
踏
ん
切
り
が
付
か
な

い
方
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
持
ち
主
の
方
に
制
度
が
な
か

な
か
目
に
つ
い
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

５
番　
坂
口　
　
碧あ

お
い　

さ
ん

●
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
オ

増
設
の
検
討
を
。

�
村
長�　
チ
ャ
オ
の
増
設
に
よ
る
魅

力
的
な
商
業
施
設
の
出
店
に
つ
い

て
は
課
題
も
多
い
。
消
費
者
に

と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
施
設
が
継

続
的
に
維
持
で
き
る
よ
う
、
関
係

者
と
連
絡
調
整
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

６
番　
髙
柳　
咲さ

あ
や彩　

さ
ん

●
自
然（
森
林
）を
整
備
し
、
少
子
化

を
な
く
す
た
め
に
森
林
の
中
に
大

き
な
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
作
る
。

�

村
長�　
森
林
づ
く
り
県
民
税
や
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
村
内

外
の
方
々
が
気
楽
に
入
れ
る
森
づ

く
り
な
ど
も
可
能
。
具
体
化
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

７
番　
大
場　
美み

な
み海　
さ
ん

●
自
然
も
村
民
の
心
も
美
し
い
村
。

 

教
育
長 　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て

は
村
全
体
で
理
解
が
深
ま
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
。
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
か
、
理
解
を

深
め
て
い
く
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。

 

村
長 　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
未
定
だ

が
、
多
様
性
の
あ
る
社
会
へ
移
行

し
て
い
く
中
で
、
理
解
を
深
め
て

い
く
と
い
う
こ
と
は
新
し
い
村
づ

く
り
の
一
歩
に
な
る
も
の
と
私
も

思
う
。

８
番　
内
田　
讃さ

ら良　
さ
ん

●
広
報
・
発
信
課
の
新
設
を
。

 

村
長 　
役
場
は
、
数
少
な
い
職
員

が
部
署
を
異
動
し
な
が
ら
成
長
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
能
力
を
発
揮

し
て
い
く
と
い
う
職
場
。
職
員
全

体
で
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
、
研

修
な
ど
を
行
い
意
識
を
高
め
て
い

き
た
い
。

●
普
段
の
業
務
の
延
長
線
で
や
る
こ

と
は
難
し
い
の
で
は
。
改
め
て
広

報・発
信
課
の
設
置
を
求
め
た
い
。

 

村
長 　
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
経
験

し
学
び
な
が
ら
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ

　

ー
の
職
員
に
な
っ
て
い
く
と
い
う

特
徴
が
あ
り
、
情
報
発
信
だ
け
に

特
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。

９
番　
大
場　
詩し

づ
き月　

さ
ん

●
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
る
。

 

村
長 　
提
案
い
た
だ
い
た
保
育
園

や
小
学
校
の
近
く
へ
の
村
営
住
宅

設
営
、
近
く
に
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、

再
建
築
の
際
に
は
参
考
に
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

●
民
間
の
力
を
借
り
て
ア
パ
ー
ト
の

増
設
を
す
る
な
ど
は
ど
う
か
。

 

村
長 　
民
間
は
利
益
を
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
単
純
に
は
い
か
な

い
。
空
き
家
の
利
活
用
の
面
で
は

活
躍
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

10
番　
滝
沢　
百も

も

か
々
花　
さ
ん

●
チ
ャ
オ
周
辺
を
再
開
発
し
、
そ
の

場
に
複
合
施
設
を
作
る
こ
と
で
、

村
の
活
性
化
を
。

 

村
長 　
周
辺
商
業
施
設
の
状
況
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
三
遠
南
信

自
動
車
道
の
開
通
な
ど
も
見
通
し

な
が
ら
、
村
の
商
業
の
中
心
地
と

し
て
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
検
討

委
員
会
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
チ
ャ
オ
を
道
の
駅
の
よ
う
な
施
設

に
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

 

村
長 　
新
し
い
タ
イ
プ
の
道
の
駅

が
あ
る
と
、
魅
力
に
感
じ
る
。
村

議
会
で
も
質
問
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
い
き

た
い
。
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駆
け
つ
け
る消

防
団
員

　

火
災
出
動
の
指
令
を
受
け
、
70
人

の
団
員
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
水
利

の
確
保
が
難
し
い
中
、
背
負
い
式
消

火
水
の
う
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
消

防
署
員
と
協
力
し
て
消
火
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
鎮
火
後
に
行
う
残
火
処

理
活
動
は
、夜
ま
で
お
よ
び
ま
し
た
。

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

火
災
発
生
時
に
は
、
安
全
な
消
火

活
動
の
た
め
、
団
員
が
現
場
周
辺
の

交
通
規
制
や
誘
導
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
迂
回
な
ど
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鎮
火
の
放
送
が
流
れ
て
も

団
員
の
活
動
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
再

燃
し
な
い
こ
と
を
確
認
（
残
火
処
理

活
動
）
し
て
か
ら
解
散
し
ま
す
。

　

今
年
は
団
員
が
出
動
す
る
よ
う
な

気
象
災
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
昨
年
８
月
は
前
線
の
停
滞
に
よ

り
記
録
的
な
大
雨
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

消
防
団
は
19
人
が
出
動
し
、
15
日

早
朝
か
ら
管
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
河
川
警
戒
や
被
害
状
況
の
確
認

な
ど
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
・・・

　

コ
ロ
ナ
禍
で
思
っ
た
よ
う
な
活
動

が
で
き
な
い
中
、
火
災
予
防
広
報
の

た
め
村
内
を
積
載
車
で
巡
回
し
た
り
、

地
区
防
災
訓
練
や
煙
火
警
戒
、
保
育

園
の
避
難
訓
練
に
出
動
す
る
な
ど
、

防
火
・
防
災
の
啓
発
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
11
月
末
ま
で
に
村
内
で
４

件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
年

末
に
は
団
員
が
夜
警
を
実
施
し
て
火

災
予
防
の
啓
発
に
務
め
ま
す
。

　

大
切
な
も
の
を
失
っ
て
し
ま
わ
ぬ

よ
う
、
小
さ
な
心
が
け
に
よ
る
火
災

予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
団
員
募
集

消
防
団
に
入
り
、共
に

村
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

現
在
、
中
川
村
消
防
団
は
１
８
３

人
（
う
ち
、
Ｏ
Ｂ
団
員
で
構
成
さ
れ

る
特
別
消
防
団
員
56
人
、
特
別
女
性

団
員
８
人
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

団
員
数
は
条
例
定
数
の
２
０
０
人
を

下
回
っ
て
お
り
、
団
員
１
人
に
か
か

る
負
担
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
か
ら
、
団
で
は
団
員
負
担

の
軽
減
お
よ
び
大
会
の
た
め
の
訓
練

か
ら
の
脱
却
を
図
る
目
的
で
、
村
操

法
大
会
を
中
止
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
年
度
末
に
か
け
、
団
員

が
新
入
団
員
の
勧
誘
活
動
を
行
い
ま

す
。
仕
事
や
家
庭
が
あ
る
中
で
、
非

常
勤
の
特
別
地
方
公
務
員
と
し
て
地

域
の
た
め
に
活
動
す
る
消
防
団
に
は
、

多
く
の
団
員
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

入
団
対
象
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

団
員
が
個
別
に
お
誘
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
団
員
の
話
に
最

後
ま
で
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
入

団
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

総
務
課
危
機
管
理
係

内
線
21

消火活動の様子
（３月４日・美里地区林野火災）

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
信
念
の
も

と
、
村
の
災
厄
に
立
ち
向
か
う

団
員
の
活
動
か
ら
、
火
災
予
防

や
防
災
を
考
え
ま
す
。

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

消
防
団
が
避
難
誘
導
を
行
う
と
き

は
、
か
な
り
危
険
が
差
し
迫
っ
た
状

況
で
す
。
み
な
さ
ん
の
命
を
守
る
た

め
、早
急
の
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
８
月
13
日
～
21
日

令
和
３
年
８
月
豪
雨

令和５年
中川村消防団出初式
（分列行進）
のお知らせ

期日　令和５年１月８日（日）
時間　午後２時30分から
場所　チャオ西側道路
　ぜひ団員の勇壮な分列行進
を沿道からご覧ください！

◎子ども消防団員募集
　団員と一緒に行進してくれ
る保育園児を募集します。
　事前の申し込みは不要で
す。詳細については、保育園
を通じてご案内させていただ
きます。

３
月
４
日（
金
）午
後
１
時
頃

�

美
里
地
区　

林
野
火
災

９
月
15
日（
木
）午
前
７
時
頃

�

小
平
地
区　

行
方
不
明
者
捜
索

　

行
方
不
明
者
の
ご
家
族
と
警
察
か

ら
の
捜
索
依
頼
を
受
け
、
早
朝
か
ら

38
人
の
団
員
が
捜
索
に
従
事
し
ま
し

た
。
地
理
を
熟
知
し
て
い
る
団
員
の

活
躍
に
よ
り
、
無
事
に
行
方
不
明
者

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

伊南大規模林野火災防御訓練
（10月２日・中川村）
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人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

　
誰
も
が
幸
せ
で
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
作
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
人
権
問
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
村
民
一
人

ひ
と
り
が
人
権
尊
重
の
意
識
や
態
度
を
身
に
つ
け
、
日
常
生
活
の
中
で

人
権
尊
重
が
当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

�

人
権
と
は�

　

人
権
は
、「
人
間
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
持
っ
て
い
る
固
有
の
権
利
」

で
、
日
本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
誰
も
が
幸
福
な
生

活
を
営
む
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

人
権
を
守
る
た
め
、
多
様
な
生
き
方

を
尊
重
し
、
認
め
合
い
な
が
ら
、
互

い
に
支
え
合
い
、
共
に
生
き
る
社
会

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

村
で
の
取
り
組
み�

　

村
で
は
、
人
権
教
育
推
進
協
議
会

を
置
き
、
村
人
権
教
育
基
本
方
針
の

も
と
、
学
校
や
保
育
園
、
公
民
館
な

ど
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
村
民
を
対
象
に
し
た
人

権
・
男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

�

人
権・男
女
共
同
参
画
講
演
会�

　

今
回
は
伊
那
地
域
人
権
啓
発
活
動

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
と
の
共
催
で

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
併
せ
て
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
に
株
式
会
社

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ン
バ
ス
代
表
取
締
役
の

杉
山
文
野
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
当

事
者
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
な
ど
を

ご
自
身
の
体
験
を
織
り
交
ぜ
て
、
そ

の
辛
さ
や
課
題
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
に
お
け
る
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
対
応
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

�

性
の
多
様
性�

　

多
様
な
性
の
あ
り
方
は
、「
身
体

の
性
」「
心
の
性
」「
表
現
す
る
性
」

「
好
き
に
な
る
性
」の
４
つ
の
要
素
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま

す
。
性
別
と
は
、決
し
て
「
男
」「
女
」

「
異
性
愛
」な
ど
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
身
体
の
性
と
心
の
性
が
一
致
し

な
い
人
、
自
分
を
男
性
と
も
女
性
と

も
決
め
た
く
な
い
人
、
好
き
に
な
る

性
が
同
性
や
男
女
両
方
向
い
て
い
る

人
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

①身体の性

②心の性

③表現する性

④好きになる性

�

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は�

　

こ
の
よ
う
な
、
社
会
か
ら
み
て
少

数
派
の
人
を
表
す
総
称
の
１
つ
に

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
は
日
本
の

人
口
の
５
～
８
％
に
あ
た
り
、
こ
れ

は
Ａ
Ｂ
型
の
人
や
左
利
き
の
人
の
割

合
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
当
事
者
の
多
く
は
自
分
が
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
家
族

や
友
人
、
学
校
の
先
生
な
ど
周
り
の

誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
ず
に
い
ま

す
。
打
ち
明
け
よ
う
に
も
「
言
え
ば

居
場
所
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
、
い

じ
め
や
差
別
を
受
け
る
か
も
し
れ
な

い
」
そ
ん
な
孤
独
を
抱
え
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
人
が
話
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
「
知
る
」
こ

と
が
差
別
・
偏
見
な
ど
の
解
消
の
第

一
歩
に
な
り
ま
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に

限
ら
ず
、
常
に
人
権
に
関
心
を
持

ち
、学
び
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
特
別
扱

い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
性
の
多
様

性
を
認
め
合
い
、
一
人
ひ
と
り
が
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
、
誰
も
が
生
き
や
す
い
明
る

い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

平
成
30
年
度
に
始
ま
っ
た
第
４
次

中
川
村
男
女
共
同
参
画
計
画
は
今
年

度
で
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、

村
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
は

こ
の
計
画
の
内
容
を
一
部
見
直
し

し
、
５
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
内
容
を
一
部
見
直

す
た
め
の
村
民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
村
に
お
住
ま
い
の
18
歳

か
ら
80
歳
ま
で
の
１
０
０
０
人
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
１
月
上
旬

発
送
、
２
月
上
旬
回
収
、
そ
の
後
集

計
・
分
析
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

村
の
男
女
共
同
参
画
計
画
の
方
向

性
を
決
め
る
重
要
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で

す
。
お
手
元
に
届
い
た
方
は
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

第
４
次
中
川
村
男
女
共
同

参
画
計
画
延
長
に
関
わ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。

人権・男女共同参画講演会
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〜
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
〜

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、償
却
資
産
申
告
を
忘
れ
ず
に

共　通 パソコン、複写機、空調機、レジスター、
看板、広告塔、舗装路面、駐車設備など

建設業 パワーショベル、大型特殊自動車、
作業用機器、発電機など

飲食業・小売業 厨房設備、冷凍・冷蔵庫、陳列棚、
音響機器など

理美容業 理・美容椅子、洗面設備、消毒殺菌設備、
サインポールなど

工　場 旋盤、金型、プレス機、受変電施設、
構内舗装など

農　業 農業用機械類、農業用施設、
ビニールハウスなど

 売電区分
 用  途

余 剰 売 電
全量
売電10kw未満 10kw以上

個人（家庭用）
償却資産の
課税対象外

個人（事業用）
および法人

事業用資産となり償却資産の申告が必要
です

太
陽
光
発
電
設
備
を

　
　
　
　
　
　

設
置
さ
れ
た
方
へ

　

家
屋
の
屋
根
や
敷
地
な
ど
に
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
て
売
電
す
る

場
合
に
は
、
用
途
お
よ
び
売
電
区
分

に
よ
り
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
太
陽
光
発
電

設
備
の
用
途
お
よ
び
売
電
区
分
に
よ

る
課
税
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

課税対象

【
償
却
資
産
申
告
書

　
　
　
　
　
　

提
出
期
限
】

令
和
5
年
1
月
31
日（
火
）

　

申
告
の
必
要
な
資
産
は
減
価
償
却

費
が
法
人
税
ま
た
は
所
得
税
法
の
所

得
の
計
算
上
損
金
ま
た
は
必
要
経
費

に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

償
却
資
産
と
は

　

法
人
（
会
社
）
や
個
人
の
方
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
、

機
械
、
装
置
、
工
具
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
資
産
を
償
却
資
産
と
い
い
、
土

地
や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

①
家
屋（
固
定
資
産
税
）で
課
税
さ
れ

　

る
も
の
や
、
自
動
車
税
･
軽
自
動

　

車
税
で
課
税
さ
れ
る
も
の

②
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取

得
価
額
が
10
万
円
未
満
の
資
産

で
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算

入
さ
れ
る
も
の
、ま
た
は
取
得
価
額

が
20
万
円
未
満
の
も
の
で
、
３
年

間
で
一
括
償
却
を
し
て
い
る
も
の

※
リ
ー
ス
の
場
合
は
、
リ
ー
ス
会
社

が
中
川
村
へ
償
却
資
産
申
告
を

行
っ
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◆
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎
と
な

る
客
体
を
正
確
に
把
握
し
、
適
正

な
課
税
を
行
う
た
め
実
地
調
査
や

関
係
帳
簿
な
ど
の
参
考
資
料
の
提

出
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
昨
年
申
告
を
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
申
告
書
を
12
月
中
旬
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
届
か
な
い
方
や
、

新
た
に
申
告
を
す
る
方
は
、
住
民

税
務
課
税
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告

書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

償
却
資
産
の
対
象
に
な
る
も
の

申
告
の
必
要
が
な
い
資
産

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
把
握

が
困
難
で
あ
る
た
め
、
申
し
出
が
な

い
と
課
税
台
帳
か
ら
削
除
さ
れ
ず
、

翌
年
度
も
課
税
対
象
の
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
は
、
住
民

税
務
課
税
務
係
へ
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

住
民
税
務
課
税
務
係

内
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取
り
壊
し
た
家
屋
は

あ
り
ま
せ
ん
か

相
続
登
記
の

申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
！

　

所
有
者
不
明
土
地
の
解
消
に
向
け

て
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
不

動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
に
対
し
、

そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以

内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
前
に

亡
く
な
っ
た
方
の
相
続
に
つ
い
て
も

登
記
義
務
が
あ
り
ま
す
。
相
続
登
記

が
済
ん
で
い
な
い
不
動
産
が
あ
る
場

合
に
は
、
今
の
う
ち
か
ら
相
続
登
記

を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
相
談
窓
口
ま
た

は
最
寄
り
の
法
務
局
や
司
法
書
士
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

常
設
電
話
無
料
相
談

　

TEL 

０
２
６
―
２
３
２
―
６
１
１
０

　
（
平
日
正
午
～
午
後
３
時
）

　【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

長
野
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　

TEL 

０
２
６
―
２
３
５
―
６
６
４
５
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村
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
、
物
価
高

騰
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入
減
少
を
受

け
て
い
る
学
生（
※
）の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
学
生
応
援
給
付
金
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
大

学
、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
に
在
籍
す
る
者

▼
給
付
対
象
者

　

令
和
４
年
４
月
１
日
お
よ
び
申
請

日
時
点
で
保
護
者
が
中
川
村
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
学
生

▼
給
付
額

　

１
人
に
つ
き
１
万
円

▼
申
請
期
限

　

令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）

▼
申
請
方
法

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
事
「
中
川
村

学
生
応
援
給
付
金
」
に
掲
載
し
て
あ

る
申
請
フ
ォ
ー
ム
へ
の
リ
ン
ク
か

ら
、
給
付
対
象
者
本
人
が
電
子
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

中
川
村
を
離
れ
て
暮
ら
す
学
生
へ

学
生
応
援
給
付
金
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

▼
令
和
３
年
度
に
申
請
さ
れ
た
学
生

　

の
声

・
応
援
給
付
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
学
生
と
な
り
中
川
村

か
ら
離
れ
て
い
ま
す
が
、
村
民
の

温
か
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
自
慢
の
故
郷
で
あ
り
続
け

て
ほ
し
い
で
す
。

・
中
川
村
に
帰
っ
た
際
、
村
の
人
と

関
わ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
新

し
い
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る

方
々
と
関
わ
る
中
で
心
豊
か
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
村
の
発
展

を
期
待
す
る
と
同
時
に
、
何
ら
か

の
形
で
中
川
村
の
未
来
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
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学
生
応
援
給
付
金
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

星の赤ちゃん？！
－オリオン座大星雲－

銀河ドームから

寒い季節になりました。
銀河ドームへお越しの
際は、暖かい服装など
でお越しください。

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日
午後７時～午後９時　TEL88－4288
　　　　　　　　　　　　　※開館時のみ対応

※新型コロナウイルス感染警戒レベルにより休館となる
　場合があります。中川村ホームページの開閉館日カレ
　ンダーにてご確認ください。

ベルテギウス

M78はこの辺り

オリオン座

馬頭星雲

M42（大星雲）

リゲル
※馬頭星雲およびM78は銀河ドームの望遠鏡では残念ながら見ることが難しいです。

　オリオン座には、星が誕生するガス
雲のオリオン座大星雲（散光星雲）が
あります。条件が良いと肉眼でもぼん
やりと明るく見ることができます。また、
馬の頭の形に似ていることから馬頭星
雲と名前がつけられた暗黒星雲や、ウ
ルトラマンの星としてモデルになって
いるM78があります。オリオン座は、
形を覚えてしまえばとても見つけやす
い星座です。東から南の方角を見上げ
て、見つけてみてください。

地元企業・商店のみなさん 広報なかがわに広告を掲載しませんか
　地元企業、商店、団体などの活動を紹介し、地域の活性化を図ることを目的に、広報なかがわに有料広告
を掲載します。広告は、広報おしらせのページに掲載します。
【スペースと料金（１回分）】
　●広報紙の１段の２分の１（縦50㎜×横85㎜）を１単位とし、１単位あたり2,000円。１段4,000円。
　※有料広告は、村内事業所、商店、団体などに限らせていただきます。
　※詳細は、総務課広報情報係（内線12）へお問い合わせください。

村公式ホームページ
記事ID：3111
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水
道
の
凍
結
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

回転が止まる位置までしっかりと不凍栓
のハンドルを回しましょう。半開きの場
合、水漏れの原因になります。

不凍栓

開 閉

水
道
の
冬
支
度
は
大
丈
夫
？

　

寒
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
季
節
は
、
水
道
管
や
水
道

メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
な
ど
の
凍
結
に
よ

り
、
水
が
出
な
く
な
る
、
水
道
管
が

破
裂
す
る
と
い
っ
た
事
故
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
も
し
そ
う
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
水
道
使
用
者

自
身
で
修
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
水
道
の
凍
結
に
は
、
十
分
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
以
外
に
も
、
集
会

所
な
ど
の
施
設
に
つ
い
て
も
凍
結
の

心
配
が
無
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
集
会
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
普

段
は
使
用
さ
れ
な
い
た
め
、
発
見
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
利
用
後
は
下
記
の
点

に
注
意
し
な
が
ら
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は
…

◎
凍
結
防
止
帯
（
電
熱
帯
）
の
電
源

が
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
さ
れ
て
い

る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
道
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
へ

は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
布
切
れ

な
ど
の
保
温
で
き
る
も
の
を
濡
れ

な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

れ
、
メ
ー
タ
ー
を
保
護
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
不
凍
栓
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で

は
、
就
寝
前
や
外
出
さ
れ
る
時
に

は
忘
れ
ず
に
「
水
抜
き
」
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

水
抜
き
の
手
順
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
不
凍
栓
を
閉
め
る

②
蛇
口
な
ど
の
水
栓
器
具
を
開
け
る

　
（
水
が
抜
け
ま
す
）

③
水
抜
き
が
終
わ
っ
た
ら
水
栓
器
具

を
閉
め
る

年
末
年
始
は
節
水
を
！

　

年
末
年
始
は
、
特
に
水
道
の
使
用

量
が
増
加
し
、
施
設
能
力
を
超
え
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
大
掃

除
や
洗
濯
な
ど
に
は
、
風
呂
の
残
り

湯
を
利
用
す
る
な
ど
「
節
水
」
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
掃
除
に
合
わ
せ
て
、
水

道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
溜
ま
っ

た
土
の
除
去
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

周
辺
の
片
付
け
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
検
針
が
効
率
よ
く
で
き
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

内
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水道の年末年始の当番事業者
　年末年始の凍結などによる事故の修理
は、指定業者が当番制で対応しますので、
下記当番店に直接連絡をお願いします。
　なお、連絡がつかない場合は、役場（宿直）
へ連絡してください。

【中川村役場】 TEL 88−3001

日付 当番事業者 連絡先
電話番号

12/29（木） ㈲与 根 山 建 設 88-2257

12/30（金） 田 島 建 設㈱ 88-3057

12/31（土） 宮下建設工業㈱ 88-3034

１/１（日） 山 崎 建 設㈲ 88-2040

１/２（月） ㈾辰 巳 屋 88-2014

１/３（火） ㈲むかいや設備 88-3600

１/４（水） ㈲村 田 工 務 店 88-2398

１/５（木） 新 井 設 備 88-2420

　

年
末
年
始
は
、
大
掃
除
や
来
客

の
お
も
て
な
し
な
ど
、
１
年
の
中

で
も
ご
み
の
出
る
量
が
多
く
な
る

時
期
で
す
。

　

ご
み
処
理
施
設
や
収
集
業
者
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
収
集
で

き
な
い
日
を
な
る
べ
く
少
な
く
し

て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
日
程
で

収
集
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

必
ず
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集

日
を
確
認
い
た
だ
き
、
収
集
の
な

い
日
は
集
積
所
へ
ご
み
を
出
さ
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

し
尿
を
処
理
し
て
い
る
伊
南
衛

生
セ
ン
タ
ー
は
、
12
月
29
日
か
ら

１
月
３
日
ま
で
休
業
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
間
は
し
尿

の
汲
み
取
り
業
者
も
休
業
と
な
り

ま
す
。

　

汲
み
取
り
は
、
早
め
に
業
者
へ

の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
環
境
課
環
境
水
道
係

内
線
63

年
末
・
年
始
の
ご
み
出
し

汲
み
取
り
は
計
画
的
に
!!

 

ご
み
出
し
に
つ
い
て

し
尿
の
く
み
取
り
に
つ
い
て

ご
み
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

※１　12月24日（土）は、大草・葛島地区の資源回収があります。

ごみの種類 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1/1 2 3 4 5
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

燃やせるごみ 大草・葛島地区 ○

ごみの
収集は

ありません

○ ○

ごみの
収集は

ありません

片桐地区 ○ ○ ○

燃やせないごみ 大草・葛島地区 ○
片桐地区 ○

びん 大草・葛島地区 ○
容器包装プラスチック（全村） ○ ○

ペットボトル（全村） ○
一般家庭ごみ

（伊那クリーンセンター直接持込可能日） ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○
一般家庭ごみ

（クリーンセンター八乙女直接持込可能日） ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○
事業系ごみ

（上伊那クリーンセンター直接持込可能日） ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○
事業系ごみ

（クリーンセンター八乙女直接持込可能日） ○ ○ × × ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○
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本との出会い 中川村図書館

だ よ り図書館
●2022年12月／第 145 号●　　中川村片桐4757　　TEL  88−1005

★12月15日（木）～28日（水）は貸出冊数無制限サービスを行います。
★『なかがわむら方言かるた』の貸出も行っていますので、ぜひお正月休みにご活用下さい。
※1月30日（月）～2月8日（水）は、蔵書点検のため休館です。ブックポストでの返却のみとなります。

日 月 火 水 木 金 土

12月25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

１月１日 ２日 ３日 ４日 ５ 日 ６ 日 ７ 日

年末年始の休館日　　　　　　※赤字が休館日です。

旬の

『戦争をやめた人たち…
� 1914年のクリスマス休戦…』

鈴木まもる　文・絵　　あすなろ書房
　

こ
の
本
が
な
ぜ
ク
リ
ス
マ
ス
の

コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
の
か
な
と
思
わ
れ

た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
副
題

に
も
あ
る
と
お
り
、
１
９
１
４
年
の

ク
リ
ス
マ
ス
休
戦
の
こ
と
を
描
い
た

本
で
す
。（
物
語
の
中
で
一
緒
に
サ
ッ

カ
ー
も
し
て
い
ま
す
！
）
ジ
ョ
ン
・
レ

ノ
ン
と
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
の
歌 HAPPY 

CHRISTM
AS 

（W
AR IS O

VER

）

と
一
緒
に
お
す
す
め
し
た
い
本
で
す
。

★『ピーターラビットのおはなし』
★『ベンジャミンバニーのおはなし』

ビアトリクス・ポター　さく・え　　福音館書店
★『イソポ�カムイ～神々の物語』

藤村 久和　文　手島 圭三郎　絵　　絵本塾出版
★『ごちそう�たべに�きてください』

茂市 久美子　作　　しもかわら ゆみ　絵　　講談社
　ほか、うさぎの本をあつめて1月中旬まで展示しています。

令和5年の干支は卯・うさぎです。
うさぎの本♥
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中
川
村
の
奇
石
・
名
石
・
珍
石

中
川
村
の

　双
体
道
祖
神
❶

◎写楽女
森 明日香　著

角川春樹事務所
　寛政６年、日本橋通油町にある
地本問屋「耕書堂」に写楽とい
う絵師の役者絵が並ぶと、江戸
の町に衝撃が走った。女中とし
て働くお駒は、店主の蔦屋重三
郎から、次の興行で出す写楽の
絵を手伝ってほしいと言われ…。

新着おすすめ本

◎世界の家の窓から
　77カ国201人の人生ストーリー

主婦の友社　編
主婦の友社

　家の窓からの写真は、見知らぬ土
地の、見知らぬ人の人生を深く知り、
私たちが、相違点より類似点を多く持
つことを教えてくれる－。Facebook
内のグループに寄せられた、77か国
の「自宅の窓の風景」を紹介する。

◎これ、台所でつくれます。
　発酵漬物から手打ち麵、
　ベーコン・チーズまで

農文協 編
　乳酸発酵させて自然の酸味を
楽しめるピクルス、牛乳と酢と
塩だけでできるモッツァレラ
チーズ…。店で買うような加工
食品をシンプルな材料でつくる
方法を紹介します。

◎天路の旅人
沢木 耕太郎　著

新潮社
　第二次大戦末期、中国大陸の
奥深くまで「密偵」として潜入
し、敗戦後もラマ僧に扮したま
ま未知なる世界を歩み続けた西
川一三。その果てしない旅と人
生を、彼の著作とインタビュー
をもとに描く。

◎にっぽんのスズメ
中野 さとる　写真

カンゼン
　スズメの写真とともに、形態・
生態・日々の行動などを紹介。
日本に生息するもう一種のスズ
メであるニュウナイスズメ、世
界で最もポピュラーなスズメで
あるイエスズメについても取り
上げる。

　

中
川
村
に
は
50
基
の
道
祖
神
の
石

像
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
11
基
が

「
双
体
道
祖
神
」で
あ
る
。「
道
祖
神
」

は
、村
境
や
峠
の
路ろ

ぼ
う傍
に
あ
っ

て
外
来
の
疫え

き
び
ょ
う病や
悪
霊
な
ど

を
防
ぐ「
塞さ

い
の
か
み

ノ
神
」と
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
る
。「
双
体
道

祖
神
」は
そ
こ
に
縁
結
び
や

夫
婦
和
合
、
子
宝
授
け
な
ど

原
始
信
仰
の
性
神
的
要
素
を

習
合
し
、
ま
た
五
穀
豊
穣
や

旅
の
安
全
祈
願
な
ど
も
習
合

し
て
祀ま
つ

ら
れ
て
き
た
も
の
だ
と
思
わ

れ
る
。「
双
体
道
祖
神
」は
、甲
信
越
・

関
東
・
東
北
に
か
け
て
多
く
、
僧

そ
う
ぎ
ょ
う形

の
二
体
が
並
立
し
た
古
式
型
、
男
女

が
並
ぶ
並
立
型
、
手
を
つ
な
い
だ
握

手
型
、
ぴ
っ
た
り
寄
り
添
っ
た
添
立

型
、
酒
器
や
巻
物
を
も
っ
た
祝
言
型

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、

見
て
楽
し
い
石
像
で
あ
る
。

　

今
回
、
柳
沢
地
区
と
美
里

地
区
の
双
体
道
祖
神
像
の
撮

影
を
し
た
が
、
そ
の
と
き
、

道
祖
神
の
足
下
に
割
れ
た
茶

碗
の
破
片
を
見
か
け
た
。
こ

れ
は
上
伊
那
に
伝
わ
る「
道

祖
神
に
行
っ
て
厄
落
と
し
を

す
る
」
と
い
う
風
習
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
伊
那
谷
の
中

「握手型　美里　横田上」

部
の
風
習
で
、
北
部
や
南
部

で
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
。

　

こ
の
厄
落
と
し
は
、
厄
年

の
小
正
月
の
年
取
り
の
夜
、

自
分
の
使
っ
て
い
る
茶
碗
に

年
の
数
だ
け
小
銭
ま
た
は
銭

に
見
た
て
た
大
根
を
入
れ
て

道
祖
神
に
投
げ
つ
け
て
割
る

こ
と
で
厄
を
落
と
す
の
だ
と

い
う
。
こ
の
行
為
を
人
に
見
ら
れ
て

は
い
け
な
い
と
か
、
家
に
戻
る
ま
で

振
り
返
っ
て
は
い
け
な
い
、
拾
っ
た

銭
は
直
接
家
に
持
ち
込
ん
で
は
い
け

な
い
な
ど
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

割
れ
た
茶
碗
の
か
け
ら
は
、
ま
だ

新
し
い
も
の
に
見
え
、
今
も
こ
の
風

習
を
伝
え
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
の

だ
と
感
動
し
た
。

「祝言（酒器）型　美里　池ノ元」

「並立型　柳沢」

「茶碗のかけらと双体道祖神」
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長
野
県
会
議
お
よ
び
関
東
中
部

　ブ
ロ
ッ
ク
名
古
屋
Ｐ
Ｒ
活
動

令
和
４
年
８
月
豪
雨
災
害

被
災
地
へ
の
義
援
金
御
礼

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
と
の

つ
な
が
り
を
活
用
し
た
中
川
村
の
魅
力
発
信

　

村
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
と
の
つ
な
が

り
を
活
か
し
、
村
の
紹
介
や
魅
力
の

発
信
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
10
・
11
月
に
実
施
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

長
野
県
内
の
連
合
加
盟
町
村
で
組

織
さ
れ
る
「
長
野
県
会
議
」
お
よ
び

連
合
の
「
関
東
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
」
加

盟
町
村
と
の
合
同
で
、
加
盟
町
村
地

域
の
取
り
組
み
や
特
産
品
を
観
光
情

報
と
と
も
に
発
信
す
る
名
古
屋
Ｐ
Ｒ

活
動
を
10
月
16
日（
日
）に
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
中
川
村
を
含
む
７
町
村
地

域
が
参
加
し
、
愛
知
県
名
古
屋
市
金

山
総
合
駅
に
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
品

の
販
売
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な

ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

中川村のブースには約100人以上
が来場し、お昼には果物が完売

日
本
で
最
も
美
し
い
村
ま
つ
り

in TO
KYO

 TO
RCH

　

連
合
主
催
の「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
ま
つ
り�

in�T
O
K
Y
O
�T
O
RCH

」

が
10
月
30
日（
日
）に
東
京
都
に
て
開

催
さ
れ
、
村
で
は
マ
ル
シ
ェ
お
よ
び

体
験
ブ
ー
ス
に
出
展
し
ま
し
た
。体験ブースでは蜂の巣の試食や日本と西洋の

蜂蜜の食べ比べなどを実施
マルシェではリンゴやブドウといった季節の
果物や、蜂蜜などを販売

美
し
い
村
連
合
現
地
学
習
会

      

伊
那
市
高
遠
・
中
川
村

　

連
合
で
は
、
持
続
可
能
な
村
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
の
学
習
活
動
と
し

て
、
毎
年
加
盟
町
村
地
域
に
て
現
地

学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、『
審
査
で
格
付
け
評

価
「
Ａ
」
と
な
っ
た
加
盟
町
村
地
域

の
取
り
組
み
と
評
価
に
つ
い
て
』
を

研
修
テ
ー
マ
に
、
昨
年
度
の
加
盟
後

再
審
査
に
お
い
て
Ａ
評
価
と
な
っ
た

伊
那
市
高
遠
地
域
お
よ
び
中
川
村
を

会
場
に
、
自
治
体
会
員
や
正
準
会
員

な
ど
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
学
習
会
の
２
日
目
と
な
る

11
月
12
日（
土
）に
開
催
さ
れ
、
座
学

お
よ
び
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

座
学
で
は
村
の
美
し
い
村
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
と
、
美
し
い
村
づ
く

り
協
議
会
や
村
内
準
会
員
な
ど
の
住

民
の
方
と
の
関
わ
り
や
、
サ
ポ
ー

タ
ー
会
員
と
の
官
民
協
働
の
取
り
組

み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、
村
の
登
録
地
域

資
源
で
あ
る
陣
馬
形
山
や
、
米
澤
酒

造
、
渡
場
イ
チ
ョ
ウ
並
木
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

村
の
取
り
組
み
を
知
っ
た
参
加
者

か
ら
は
、「
参
考
に
な
っ
た
。
自
分

の
地
域
で
も
さ
ら
に
美
し
い
村
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
」
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
美
し
い
村
づ
く
り
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
回
の
美
し
い
村
だ
よ
り
で
募
集

を
行
っ
た
「
山
形
県
飯い

い
で
ま
ち

豊
町
」
お
よ

び
「
青
森
県
西に

し
め
や
む
ら

目
屋
村
」
へ
の
災
害

義
援
金
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
方
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村

内
で
の
義
援
金
取
り
ま
と
め
結
果

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
募
集
期
間
お
よ
び
義
援
金
額

・
８
月
31
日（
水
）～
10
月
21
日（
金
）

・
総
額　

４
１
，０
０
０
円

　

義
援
金
に
つ
い
て
は
連
合
事
務
局

で
取
り
ま
と
め
の
う
え
、
先
述
の
２

町
村
の
ほ
か
、
台
風
14
・
15
号
に
よ

る
被
害
を
受
け
た
静
岡
県
川か

わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う

根
本
町

お
よ
び
宮
崎
県
椎し

い
ば
そ
ん

葉
村
も
含
め
た
４

町
村
へ
送
金
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現地視察（陣馬形山展望台にて）
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　11月は感染警戒レベルが高かったため、就業相談以外のイベ
ントはありませんでした。
　写真は普段のバンビーニの様子です。ファミサポでのお預か
りもしています。

vol.134

今月はみなかた保育園
「ひよこ組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分

【閉 所 日】　毎週水曜日

お知らせ （バンビーニの１月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：１月16日（月）　午前10時～午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・歯科衛生士さんのお話し　予約制
　日時：１月19日（木）　午前10時30分～11時30分
　＊終了後　個別相談できます。
・村長さんを囲んでおしゃべり会　予約制
　日時：１月30日（月）　午前10時30分～11時30分
※12月27日（火）は大掃除のため午後１時に閉所しま
　す。年明けは1月5日（木）午前９時30分から開所し
　ます。
※急な変更の場合がありますので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

vol.135

給食の後のひととき。
毎日みんなで仲良く遊んでいるよ。
今日はジャングルジムかな？

ひよこ組（０、１歳児）
男の子５人　女の子２人　合計７人
お散歩の途中で、ちょっと一休み！！

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201

令和５年１月から、バンビーニのお知らせなどを中川村LINE公式
アカウントで配信しますので、ぜひ友だち登録をお願いします。
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大会　３列目左端

大会の様子
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へ未来 なかがわ vol.56
― 高校生活はどうですか。
　家族から離れての寮生活と、進学を
見据えながらの勉強と部活動との両立
で、毎日忙しいです。県外からの友人
も多くでき、色々な刺激を受けて励ん
でいます。

― 今頑張っていることは何ですか。
　陸上競技部で、主に幅跳びと三段跳
びを頑張っています。今年は県大会で
入賞できましたが、来年・再来年は、
北信越大会、インターハイ、国体など、
更に大きな大会に出場することが目標
です。

― 10年後どうなっていたいですか？
　仕事のほかにも、何か目標を持って
挑戦するような大人になっていたいで
す。

― 中川村の好きなところは何ですか。
　とてもきれいな村の景色です。帰省
するたびにとても癒されています。

― 中川村の未来に一言お願いします！
　今のままで十分ですが、存続のため
に人口増加を願っています。

●吉 澤 志
し

 琉
りゅう

 さん（三共地区）
 東海大学附属諏訪高等学校（16歳）

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り

通
行
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
林
道
四

徳
東
線
・
黒
牛
折
草
峠
線
の
復
旧
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

被
災
箇
所
が
多
く
、
復
旧
完
了
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
安

心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
黒
牛
折
草
峠
線
は
、
令
和

５
年
３
月
末
ま
で
冬
期
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。

▼
事
業
名　

令
和
３
年
度
林
道
施
設

災
害
復
旧
事
業
（
四
徳
東
線
第
１

工
区
）

林
道
四
徳
東
線・黒
牛
折
草
峠
線
の

�

災
害
復
旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た

・
事
業
費
２
７
，１
７
０
千
円
（
う

　

ち
、
復
旧
事
業
補
助
金
２
５
，２

　

１
３
千
円
）

▼
事
業
名　

令
和
３
年
度
林
道
施
設

災
害
復
旧
事
業
（
四
徳
東
線
第
２

工
区
）

・
事
業
費�

１
１
，０
０
０
千
円
（
う

　

ち
、
復
旧
事
業
補
助
金
１
０
，２

０
７
千
円
）

▼
事
業
名　

令
和
３
年
度
林
道
黒
牛

折
草
峠
線
復
旧
工
事
事
業
（
１
・

２
・
３
号
）

・
総
事
業
費�

８
，２
６
９
千
円
（
う

　

ち
、
過
疎
債
７
，４
０
０
千
円
）四徳東線２号

四徳東線１号
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地域おこし協力隊活動記 vol.101 …それぞれの活動から…

　

り
ん
ご
の
収
穫
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
無
事
と
は
い
え
、
結
果
は
誇
れ
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
昨
年
よ
り
多
少

い
い
も
の
が
収
穫
で
き
た
の
で
少
し
ホ
ッ
と
い

た
し
ま
し
た
。
た
だ
、
い
つ
も
の
よ
う
に
課
題

は
山
積
み
で
、
日
焼
け
果
に
、
あ
お
み
果
に
…

収
穫
し
な
が
ら
問
題
が
豪
雨
の
よ
う
に
降
り
か

か
っ
て
く
る
の
で
、
一
つ
ず
つ
整
理
し
な
が
ら

考
え
て
、
そ
し
て
気
持
ち
も
リ
セ
ッ
ト
し
て
、

再
び
剪せ

ん

定
か
ら
や
り
直
そ
う
と
思
い
ま
す
！
そ

ん
な
中
で
も
嬉
し
い
の
は
、
出
荷
可
能
な
り
ん

ご
が
完
売
し
た
こ
と
。
こ
ん
な
私
た
ち
の
り
ん

ご
を
購
入
し
て
く
だ
さ
る
お
客
様
に
心
よ
り
感

謝
で
す
。
来
年
こ
そ
は
美
味
し
い
り
ん
ご
を
作

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
燃
え
上
が
っ
て
お
り

ま
す
。

写
真
：
２
０
２
２
年
も
収
穫
が
終
わ
り
ま
し

た
！

　

こ
ん
に
ち
は
！
田
熊
で
す
。

　

冬
の
訪
れ
を
感
じ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た

ね
。
こ
こ
に
い
る
と
季
節
の
変
わ
り
目
を
五
感

で
感
じ
ら
れ
、
特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、

変
化
を
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
と
て
も
い
い
で

す
。
た
だ
、
寒
さ
だ
け
は
ま
だ
慣
れ
ま
せ
ん

（
笑
）。

　

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
活

動
内
容
に
移
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
月
は
渡
場

イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
写
真
投
稿
と
、
先
月
と
同

様
、
神
田
物
産
展
の
準
備
を
メ
イ
ン
に
活
動
し

ま
し
た
。

　

イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
毎
日
撮
影
・
投
稿
す
る
こ

と
で
、
見
頃
の
状
況
と
同
時
に
、
冒
頭
で
も
触

れ
た
季
節
の
変
わ
り
目
を
感
じ
る
“
こ
こ
で
し

か
味
わ
え
な
い
感
覚
”
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
と
て
も
充
実
し
て
い
た
か
な
と
思
い

ま
す
。

石  

川  

亜
樹
則

田  

熊  

清
太
朗

田熊清太朗
（隊員歴２年目）

 主な業務 　
農業観光の振興

　
「
あ
ぁ
、
ま
た
こ
こ
に
戻
っ
て
き
た
い
な
。」

ふ
と
そ
う
思
え
る
時
が
あ
る
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
バ

ワ
と
い
う
建
築
家
の
調
査
の
た
め
ス
リ
ラ
ン
カ

に
１
か
月
ほ
ど
滞
在
し
、
彼
の
設
計
し
た
ホ
テ

ル
を
何
件
も
回
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
日
帰
り
の

訪
問
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
た
め
、
一
銭
も
落

と
さ
な
い
私
は
招
か
れ
ざ
る
客
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
百
も
承
知
の
う
え
で
満

面
の
笑
み
と
ウ
ェ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
で
迎
え
て

く
れ
る
。
さ
ら
に
経
緯
を
説
明
す
る
と
ホ
テ
ル

の
隅
々
ま
で
案
内
し
て
く
れ
た
。
建
築
も
そ
れ

を
後
押
し
し
て
、
何
と
も
居
心
地
の
良
い
空
間

で
あ
っ
た
。

　

11
月
30
日（
水
）を
も
っ
て
、
陣
馬
形
山
キ
ャ

ン
プ
場
の
本
年
度
の
営
業
は
終
了
し
ま
し
た
。

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
、
遊
び
に

来
て
い
た
だ
い
た
方
、
今
年
も
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
さ
ら
に
日
帰
り
や
宿
泊
に
関
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
方
に
と
っ
て
の
居
心
地
の
良
さ

を
目
指
し
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

写
真
：
祭
り
は
も
う
始
ま
っ
て
い
る
ん
だ
。

秋
　
山
　
祐
　
毅

石川 亜樹則
（隊員歴３年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など

秋山 祐毅
（隊員歴２年目）

 主な業務 　
陣馬形山キャンプ
場の運営
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保健センター　TEL88-3002

正月太りに気をつけて！
年末年始の食生活

　「正月太り」という言葉があるように、クリスマス、忘年会、お正月、新年会など、年末年始は行事が
続き、食生活が乱れ、体重が増えてしまった、なんてことになりがちです。注意するポイントを押さえ、
食生活に気をつけて良い年を迎えましょう。

＊年末年始にはこんな特徴が
・食事会・飲み会で外食の機会が増える。
・カロリー・塩分の高いメニューが多い。
・夜遅くに食べる（飲む）ことが多くなる。
・普段の食事と違うので、食べた量やカロリーがわかりにくい。
・家にいる時間が長く、つい食べてしまう。

＊年末年始の食生活
　・１日3食のリズムを崩さない

　ゆっくりよく噛
か

んで、１日３食、「主食」・「主菜」・「副菜」のそろった食事をとりましょう。食
卓やこたつの上など、すぐ手の届くところにみかんやお菓子を置かないようにし、「ながら食べ」
を防ぎましょう。

　・野菜を意識的に食べる
　豪華な料理が並び、野菜料理が少なくなりがちとなるため、意識的に食べるようにしましょう。
　ただし、里芋、かぼちゃなどは比較的炭水化物が多いので、食べ過ぎに注意しましょう。

　・お酒は適量を！
　お酒、特に日本酒やビール、果実酒などは高カロリーのため、あっという間にご飯何膳分にもの
ぼってしまいます。
　そして、おつまみを食べ過ぎないように心がけましょう。

　・適度な運動を！
　１日60分（65歳以上の方は40分）程度、体を動かしましょう。
まずは今より「プラス10分」体を動かすことも大切です。

　・毎日、体重計にのる
　　　１日１回体重を計りましょう。

体調管理を上手に行い、年末年始を楽しく過ごしましょう！
　年末年始を満喫したら、前後の食事で調整しましょう。カロリーを少なめに抑えたり、野菜中
心の食事にすることなどが有効です。

寿寿寿寿

上
伊
那
医
師
会
附
属

准
看
護
学
院
の
生
徒
を

募
集
し
ま
す

　

昭
和
27
年
に
上
伊
那
医
師
会
が
設

立
し
た
准
看
護
師
養
成
所
で
あ
る
上

伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院
で

は
、令
和
５
年
度（
２
０
２
３
年
度
）

入
学
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

40
人

修
学
年
限　

２
か
年

願
書
受
付

　

令
和
５
年
１
月
10
日（
火
）か
ら

31
日（
火
）ま
で

受
験
料　

１
０
，
０
０
０
円

入
学
試
験
日

　

令
和
５
年
２
月
18
日（
土
）

試
験
科
目

　

国
語
・
数
学
・
面
接
（
該
当
者
）

所
在
地

〒
３
９
６
―
０
０
１
４

伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

資
料
請
求
方
法

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し
、

94
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒（
長
形
３
号
）を
同
封
の
う
え
、

「
募
集
要
項
希
望
」
と
明
記
し
て

郵
便
に
て
請
求
し
て
い
た
だ
く

か
、
直
接
学
院
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
不
明
な
点
は
、
上
伊
那
医
師
会
附

　

属
准
看
護
学
院（
TEL 

72
―
２
８
５
６
）

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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かみいな
就活情報

LINE

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

年
末
年
始
も
実
施
し
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
43
・
44

　

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
年
末
年
始
期
間
（
12
月

29
日（
木
）～
令
和
５
年
1
月
3
日

（
月
））
も
通
常
ど
お
り
午
前
６
時
30

分
か
ら
午
後
11
時
ま
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
事
業
者
に
よ
っ
て
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

農
地
な
ど
に
お
け
る

改
良
・
修
繕
補
助
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

　

村
で
は
、
農
地
維
持
の
永
続
化
及

び
集
積
・
集
約
化
を
推
進
す
る
た

め
、
対
象
経
費
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
施
設

　

個
人
お
よ
び
法
人
な
ど
が
所
有
す

る
中
川
村
内
の
農
地
で
あ
り
、
畦け
い
は
ん畔
、

馬
入
れ
お
よ
び
取
水
・
排
水
施
設
な

ど
の
営
農
に
必
要
な
施
設
。

▼
補
助
対
象
者

　

中
川
村
内
の
農
地
に
お
い
て
５
年

以
上
の
耕
作
を
行
う
農
業
者
で
あ
る

こ
と
。

▼
申
請
方
法

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
、「
農
地
等
耕
作
条
件
改
善

事
業
補
助
金
交
付
申
請
書
（
様
式

１
）」
に
添
付
書
類
を
添
え
て
、
産

業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額
、
申
請
方
法

　

詳
し
い
要
綱
・
様
式
な
ど
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
産
業
振
興
課

耕
地
林
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

美
里
～
陣
馬
形
山
頂

　
　
　
　
　
　
～
折
草
峠

�

林
道
冬
期
通
行
止
め

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
31

　

美
里
地
区
か
ら
陣
馬
形
山
頂
を
経

由
し
四
徳
地
区
の
折
草
峠
へ
抜
け
る

林
道
黒
牛
折
草
峠
線
は
、
路
面
凍
結

の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
12
月
２
日

（
金
）か
ら
３
月
末
ま
で
、
冬
期
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
山
頂

へ
は
車
の
通
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

鳥
獣
被
害
対
策

産
業
振
興
課
農
政
係

内
線
34

　

上
伊
那
地
域
に
お
け
る
野
生
鳥
獣

の
被
害
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご

尽
力
や
関
係
機
関
の
連
携
で
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
油
断
す
る
こ
と
な
く

引
き
続
き
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

次
の
３
つ
の
対
策
を
根
気
よ
く
続

け
る
こ
と
で
被
害
の
減
少
へ
と
結
び

つ
き
ま
す
。

①
農
作
物
を
守
る
防
護
ネ
ッ
ト
や
電

気
柵
を
用
い
て
の
防
除
。

②
廃
果
や
残
飯
な
ど
の
誘
引
物
除
去

や
緩
衝
帯
を
設
け
る
被
害
地
の
管

理
。

③
狩
猟
免
許
を
所
持
し
、
村
長
か
ら

有
害
鳥
獣
捕
獲
員
と
し
て
要
請
を

受
け
た
者
に
よ
る
加
害
鳥
獣
の
捕

獲
。

　

同
時
に
、次
の「
被
害
地
の
管
理
」

３
項
目
に
も
取
り
組
ん
で
、
獣
が
出

没
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
お
願
い

し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ

せ
、
地
域
ぐ
る
み
で
日
常
的
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

①
草
刈
り
で
見
通
し
を
良
く
し
、
野

生
鳥
獣
が
隠
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に

す
る
。
ま
た
、
人
が
い
る
こ
と
が

分
か
る
状
態
に
す
る
。

②
廃
果
や
残
飯
、
収
穫
時
に
切
り
捨

て
た
残
菜
、
収
穫
さ
れ
な
い
柿
や

栗
、
お
墓
の
お
供
え
花
は
野
生
鳥

獣
が
集
ま
る
た
め
、
し
っ
か
り
処

分
す
る
。

③
稲
刈
り
後
の
落
ち
穂
な
ど
を
放
置

せ
ず
秋
起
こ
し
し
て
、
野
生
鳥
獣

を
農
地
や
集
落
に
誘
引
し
な
い
。

※
猿
の
出
没
地
で
は
「
被
害
地
の
管

理
」
と
あ
わ
せ
て
、
石
を
投
げ
る

な
ど
猿
の
居
心
地
を
悪
く
す
る
追

い
払
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
お
年

寄
り
や
女
性
、
子
供
で
あ
っ
て
も

猿
を
追
い
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
十
分
に
注
意
し
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

上
伊
那
就
活
イ
ベ
ン
ト

か
み
い
な
シ
ゴ
ト
フ
ェ
ス

開
催
の
お
知
ら
せ

上
伊
那
広
域
連
合
地
域
振
興
課

TEL 

98
―
７
２
２
７

　

主
に
上
伊
那
地
域
出
身
の
大
学
生

や
社
会
人
、
高
校
生
、
保
護
者
が
、

企
業
、
団
体
お
よ
び
市
町
村
の
人
事

担
当
者
と
個
別
相
談
を
通
じ
て
、
上

伊
那
地
域
で
の
「
仕
事
と
暮
ら
し
を

考
え
る
」
就
活
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当

日
参
加
が
可
能
で
、
参
加
費
は
無
料

で
す
。

　

こ
の
機
会
に
友
人
や
家
族
を
お
誘

い
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

　

12
月
29
日（
木
）

�

12
時
受
付
開
始（
予
定
）

　

Ｊ
Ａ
上
伊
那
本
所
３
階

　
（
伊
那
市
狐
島
４
２
９
１
番
地
）

▼
対
象
者

　

上
伊
那
地
域
で
就
職
を
考
え
て
い

る
大
学
生
、短
大
生
、専
門
学
校
生
、

社
会
人（
概
ね
35
歳
く
ら
い
ま
で
）、

高
校
生
、
保
護
者
な
ど

▼
申
込
み
方
法

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
申
込
が
難
し
い

場
合
は
、
上
伊
那
広
域
連
合
地
域
振

興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
か
み
い
な
就
活
情
報

�
�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
よ
う
！
】

　

上
伊
那
就
活
情
報
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

伊
那
職
業
安
定
協
会
か
ら
上
伊
那
地

域
の
企
業
情
報
に
つ
い
て
提
供
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

就
職
活
動
は
「
ま
だ
先
の
話
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学

業
に
専
念
し
て
い
る
と
時
間
が
経
過

し
て
し
ま
い
ま
す
。
必
要
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
地
元
就
職
に
関
す
る
最
新
の

情
報
を
確
実
に
受
け
取
る
た
め
に

「
か
み
い
な
就
活
情
報
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

村公式ホーム
ページ

記事ID：6631
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こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

伊
藤　

睦り
く
と人　

く
ん　
（
上
前
沢
）

�

（
順
平
・
梨
佳
さ
ん
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

浦
上　

宜
人
さ
ん　
　
（
横　

前
）

　
　
　
　
　
　
（
91
歳
）

　

宮
㟢　

勝
司
さ
ん　
　
（
柳　

沢
）

　
　
　
　
　
　
（
84
歳
）

　

米
山　

一
江
さ
ん　
　
（
中　

央
）

　
　
　
　
　
　
（
92
歳
）

教
育
委
員
会
管
理
施
設
の

�

一
部
を
冬
期
閉
鎖
し
ま
す

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

次
の
期
間
中
、
教
育
委
員
会
の
左

記
の
施
設
が
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。
期

間
中
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

対象施設 閉鎖期間
村民グラウンド
および北側トイレ
（多目的トイレは使用可） 令和４年12月８日（木）から

令和５年３月24日（金）まで社会体育館前
水飲み場
歴史民俗資料館
※閉鎖中の予約は、お問い
　合わせください。

令和４年12月１日（木）から
令和５年２月28日（火）まで

アンフォルメル
中川村美術館

令和４年12月１日（木）から
令和５年３月20日（月）まで

第
47
回
村
の
文
化
祭

ス
テ
ー
ジ
の
部　
放
送
決
定

中
川
村
公
民
館

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

11
月
６
日
（
日
）に
行
わ
れ
た
文

化
祭
ス
テ
ー
ジ
の
部
の
様
子
が
エ

コ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
駒
ヶ
岳
の
週
末
特

番
に
て
次
の
日
程
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
ス
テ
ー
ジ
の
部
に
は
、
19

団
体
・
個
人
が
参
加
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
演
目

は
、
楽
器
演
奏
や
踊
り
、
落
語
、
歌

唱
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、演
舞
、和
太
鼓
、

人
形
浄
瑠
璃
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
も
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
出
演
者
・
観

客
・
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
た
ス

テ
ー
ジ
発
表
を
ぜ
ひ
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

放送回数 放送年月日 放送時間

本 放 送 令和5年1月21日（土） 20時～

再放送① 令和5年1月22日（日） 14時～

再放送② 令和5年1月23日（月） 　9時～

再放送③ 令和5年1月27日（金） 13時～

再放送④ 令和5年2月　1日（水） 13時～

一
定
規
模
以
上
の
盛
土
に
は

許
可
が
必
要
で
す

長
野
県
建
設
部

砂
防
課
調
査
管
理
係

TEL 

０
２
６
―
２
３
５
―
７
３
１
６

　

盛
土
な
ど
に
よ
る
土
砂
な
ど
の
崩

落
な
ど
に
よ
る
災
害
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、「
長
野
県
土
砂
等
の
盛

土
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
に
よ
り
、
令
和
５
年
１

月
１
日
以
降
に
行
う
一
定
規
模
以
上

の
盛
土
な
ど
に
つ
い
て
は
、
原
則
県

の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

冬
季
の
「
転
倒
」
事
故
に

ご
注
意
を
！

伊
那
労
働
基
準
監
督
署

監
督
・
安
衛
課

TEL 

72
―
６
１
８
１

　

例
年
、
冬
季
に
は
凍
結
・
積
雪
な

ど
が
原
因
で
「
転
倒
」
に
よ
る
労
働

災
害
が
多
発
し
大
ケ
ガ
に
至
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
策
を
行
う

な
ど
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
事
故
事
例
（
対
策
）

・
屋
外
通
路
・
階
段
や
駐
車
場
で
の

転
倒
（
除
雪
・
融
雪
剤
散
布
に
よ

る
安
全
通
路
確
保
）

・
事
務
所
な
ど
の
出
入
口
で
の
転
倒

（
融
雪
マ
ッ
ト
な
ど
の
設
置
）

お出かけの際には
ぜひＪＲ飯田線のご利用を！

ＪＲ飯田線活性化期成同盟会

都
市
計
画
案
の
閲
覧
・

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

長
野
県
伊
那
建
設
事
務
所
整
備
課

TEL 

76
―
６
８
４
８

長
野
県
建
設
部　
　
　
　
　
　
　

都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課

TEL 

０
２
６
―
２
３
５
―
７
２
９
７

　
「
飯
島
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
の
変
更
に

つ
い
て
、
都
市
計
画
案
の
閲
覧
、
公

聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
の
方

　

都
市
計
画
案
に
関
係
す
る
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
、
そ
の
他
利
害
関
係

者▼
開
催
日
時

　

令
和
５
年
１
月
29
日（
日
）

午
後
３
時

▼
開
催
場
所

　

長
野
県
伊
那
合
同
庁
舎
５
階

５
０
１
・
５
０
２
会
議
室
（
伊
那
市

荒
井
３
４
９
７
）

▼
閲
覧
期
間

　

令
和
５
年
１
月
５
日（
木
）か
ら

����������������

27
日（
金
）ま
で

▼
閲
覧
内
容

　

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
県
決
定
）

▼
閲
覧
場
所

　

建
設
環
境
課
、
長
野
県
伊
那
建
設

事
務
所
整
備
課
、
長
野
県
建
設
部
都

市
・
ま
ち
づ
く
り
課

▼
公
述
申
込

　

公
聴
会
で
公
述（
発
言
）を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
１
月
20
日（
金
）ま
で
に

閲
覧
場
所
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
公
述
申
出
書
を
持
参
、
ま
た

は
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
出
が
な
い
場
合
は
公
聴
会
を

中
止
し
ま
す
。



むらのできごと

11/25（金）　中川村駐在所落成式
　この日、駒ヶ根警察署中川村警察官駐在所の落成式が行
われました。
　駐在所は令和４年３月23日（水）に牧ヶ原地区に開所し
て業務を行っていましたが、新型コロナウイルス感染症拡
大の影響で落成式が延期となっていました。
　新しい庁舎は環境に配慮したゼロカーボン建築モデルの
駐在所として建設され、県下２台目となる電気自動車のパ
トカーが配置されています。
　安心安全な地域を守る拠点としての活躍が期待されます。

11/10（木）
防火作品コンクール表彰式
　上伊那防火管理協会小学生防火作品コンクールで西小学
校の知久島乙

おと
華
は
さん（６年生）が防火ポスターの部で最優

秀賞を受賞し、この日校長室で表彰式が行われました。
　知久島さんは、このコロナ禍の中でマスクと同じように
防火も気をつけてほしいとの想いか
ら、ポスターが目立つように色を工夫
して描いたと話されました。

11/11（金）　フォトコンテストで受章！
　中学校で行われている総合的な学習の時間では、大きなテーマとして
「ふるさと中川村」についての探求をグループ・個人で行っており、今

回３年1組動画班が総合的な学
習の時間で作成した中川村の
プロモーションビデオに使用
している写真の１つが、ＪＡ上
伊那フォトコンテスト2022に
おいて優良賞に輝きました。

11/12（土）
みんなで「本気」東小開校150周年！
　東小学校開校150周年式典が東小学校体育館にて行われ、来
賓・児童・ＰＴＡ役員など約200人が出席しました（感染症対
策のため、保護者はオンライン参加）。
　東小は、1872年（明治５年）に３か村が一緒となり常泉寺
で始められた報国学校をその基としています。制度改革などを
経ながら、永らく現望岳荘の地に本校を置き、遠隔地では分校
として学校教育が進められてきました。1976年（昭和51年）
には、葛島分校が閉校となり、本校は現在地（中川東中学校跡
地）へ移転、現在の体制となっています。
　式典に併せて行われた記念音楽会では、記念品として贈られ
た琴の演奏や校歌斉唱で開校150周年を祝いました。

３年１組動画班
左から宮下徳

のりひさ

久さん、中原妃
ひ よ り

由さん、
土川悠

ゆ う り

莉さん、北原康弘教諭

和楽器奏者と６年生琴共演

タイトル「青い空とお米」



11/27（日）
中川の秋を満喫！アルプス展望さわやかウォーク
　第23回中川アルプス展望さわやかウオークが開催され、農村風景、
文化、歴史を感じて歩こうと、村内から90人、県内から106人、県
外から43人、計239人が参加しました。
　当日は天候に恵まれ、参加者は設定されたコースを思い思いのペー
スで歩き、晩秋の中川村の風景を満喫しました。参加者からは、「久
しぶりに大好きな中川村の風景の中を歩くことができてよかった」な
どの声が聞かれ、村の自然と魅力に触れ満足した様子でした。
　また、今大会は１日開催となり、コロナ禍のため、事前申込のあっ
た300人のみを対象に、感染症対策を実施しながらの大会開催となり
ました。

12/３（土）　ネットここが心配
　第47回三者共催講演会（小中学校ＰＴＡ連絡協議会・社会福祉
協議会・公民館による共催）が文化センター大ホールで開催されま
した。講師に一般社団法人セーフティネット総合研究所　代表理事
の南澤信之先生をお招きし、子どもの年齢にあったオンラインゲー
ムやＳＮＳとの付き合い方などを学びました。ゲームの強い刺激光
などは、長時間見ることで子どもの眼や脳にダメージを与えてしま
います。１日１時間までなら、自己回復能力でカバーできますが「１
時間の壁」を超えると、さまざまな脳の発達障害や体調不良などに
もつながりかねません。
　身近になっていくネット社会と子どもたち。身近な大人にとって
も大切な知識や対処法を身につける貴重な講演会となりました。

12/２（金）　キャリアフォーラム
　中川村キャリア教育推進協議会主催の第５回中川村キャリアフォー
ラムが中川文化センターで行われました。
　今年は「中川村の魅力を再発見しよう」をテーマに、第１部では、
パネル討論会が初めて企画され、事業者２人と中学２年生３人が登
壇。会場に集まった児童生徒は、情報端末を使ったその場でのアンケー
トに答えるなど、仕事への理解を深めました。また、第２部では、村
内の製造業や農林業、福祉・介護事業、飲食店など10事業者・団体
がブースを設置。中学２年生46人がブースを訪問し、商品を見たり
道具に触れたりしながら、仕事の内容ややりがいについて耳を傾けま
した。

12/６（火）　年忘れ花形寄席　中川寄席
　文化センターの自主事業、年忘れ花形寄席「中川寄席」が春風亭一
之輔さん、林家つる子さん、林家あずみさん、春風亭いっ休さんらに
より開催され、200人余の観客が鑑賞しました。
　人気・実力を持つ落語家ということもあり、新型コロナウイルス感
染症対策のため、座席間隔を空けての販売となりましたが、会場は満
席となる大盛況。春風亭一之輔さんらの生の落語を楽しんだほか、三
味線を使った軽快な三味線漫談など、会場を訪れた観客は、文化セン
ターで開催される久しぶりの落語に大満足の様子でした。今後も中川
村教育委員会では、魅力ある自主事業の開催を計画しております。ぜ
ひ中川文化センター自主事業へお越しください。
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⑫

再生紙を使用
しております

中川村の人口 【12月１日現在】
（　）内は対前月

人口 男 女 世帯数
4,718人（＋2） 2,254人（±0） 2,464人（＋2）  1,693世帯（＋2）

緊急情報等配信サービス
村・学校からのお知らせや
緊急情報等をメールで受け
取ることができます。

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

LINEで情報を配信
村からのお知らせや緊急情
報等をLINEで受け取ること
ができます。

　みなかた保育園、片桐保育園の
園児が、今年も牧ヶ原地区の農地
に作付けされた大根約1,200本を
収穫しました。
　この大根は、遊休農地の活用と
食育促進を目的に、９月上旬に農
業委員会のみなさんが作付けした
ものです。
　園児たちは大根を両手で抱えて
その大きさに感動しながらも、畑
一面にあった大根をあっという間
に収獲しました。
　この日収獲した大根は、保育園
や小中学校の給食で振る舞われた
ほか、村内の福祉施設に配られま
した。

みなかた保育園・片桐保育園の園児が大根を収穫しました

公共機関等名 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

役　　　場 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
※戸籍関係の届出（出生届・死亡届など）は、役場の日宿直で受け付けています。

文化センター 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
文化・体育施設利用 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
図　書　館 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6

銀河ドーム 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
※１月11日（水）まで休みです。

福
祉
関
係

保　育　園 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
12月24日(土)、1月４日（水）、５（木）は希望保育

児童クラブ 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
つどいの広場
バンビーニ

24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
12月27日（火）は午後１時から休み

高齢者憩いの家（昼間利用） 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
地域活動支援センター 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6

医
療
関
係

南向診療所 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6

片桐診療所 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
１月２日（月）は午前９時～午後５時（休日当番医）

昭和伊南総合病院 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6

下伊那赤十字病院 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
１月２日（月）は小児科のみ（休日当番医）

巡回バス、チョイソコなかがわ 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
チョイソココールセンター（乗車予約受付） 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6

農業観光交流センター 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
※１月９日（月）まで休みです。

お試しシェアオフィス 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
衛生センター（し尿） 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
伊南聖苑（火葬場） 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6

公共機関などの年末年始カレンダー 2022⇒2023 
■の日はお休みです



1 月

●４・10か月児健診
　〔日時〕１月26日（木）　午後１時～
●７・12か月児育児相談
　〔日時〕１月31日（火）　午前９時30分～
●２歳児育児相談
　〔日時〕１月13日（金）　午前９時30分～
●２歳６か月児育児相談
　〔日時〕１月12日（木）　午前９時30分～
以上、会場はすべて保健センターです。

 保健センター　TEL88-3002

●行政相談 総務課 内線21
　〔日時〕１月 11日（水） 午前９時～11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●心配ごと相談 社会福祉協議会  TEL88−3552
　〔日時〕１月 11日（水） 午前９時～11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●結婚相談 中川村結婚相談所 TEL080−7073−1438
　〔日時〕平　日  午前９時～午後５時
　　　　１月 10日（火） 午後６時～８時
 17日（火） 午後６時～８時
　〔場所〕基幹集落センター
●介護相談 地域包括支援センター   TEL88−6177
　〔日時〕平　日  午前８時30分～午後５時
　〔場所〕地域包括支援センター
●だれでもカフェ 地域包括支援センター　TEL88−6177
　〔日時〕１月 10日（火） 午後１時～５時
   25日（水） 午後１時～５時
　〔場所〕Cafe Oak （カフェ オーク）
●心の相談（要予約） 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕１月 19日（木） 午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●教育相談 教育委員会　  TEL88−1005
　毎週水曜日　　　　　〔場所〕文化センター
●健康相談 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕平　日  午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●コロナ禍生活困窮等相談� 保健福祉課 内線26
　〔日時〕平　日  午前９時～正午
　　　　１月 14日（土） 午前９時～正午
 28日（土） 午前９時～正午
　〔場所〕地域活動支援センター「くらしごと」 TEL98−0027

税・料金の納期限

相談あれこれ

１月の保健衛生ごよみ

１月の当番医

チャンネルなかがわ（11ch）１月の番組予定

☆放送時間（１日６回）
６時30分～　８時30分～　12時30分～　19時～　21時～　23時～
※番組の切り替えは水曜日の19時です。
※都合により番組が変更になることがあります。

防災無線の聞きなおしができます 電話番号 0265－88－4221　ご自宅の電話や携帯電話からおかけください。

※
台
所
な
ど
に
掲
示
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

・６日（金）、13日（金）、20日（金）、27日（金）
 午後５時30分～７時30分
・７日（土）、29日（日） 午前８時30分～正午
役場で写真を撮って、カードの申請やカードの受け取り
ができます。ぜひご利用ください。
※持ち物など住民係へご確認ください。システムメンテ

ナンスなどで変更になる場合があります。

１月マイナンバーカード時間外申請受付・交付日

住 民 税 第 ４ 期

１月31日（火）

後期高齢者医療保険料 第 ７ 期

国 保 税
第 ８ 期

介 護 保 険 料

水 道 料

１ 月 分
下 水 道 料

保 育 料

村 営 住 宅 料

１月のごみカレンダー
日 曜日 大草・葛島地区 片　桐　地　区
1 日
2 月
3 火
4 水 容器包装（紫）【全村】
5 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）
6 金 可燃ごみ（赤）
7 土
8 日
9 月 可燃ごみ（赤）
10 火 可燃ごみ（赤） 缶（コンテナ）
11 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】
12 木 可燃ごみ（赤）
13 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）
14 土
15 日
16 月 缶（コンテナ） 可燃ごみ（赤）
17 火 可燃ごみ（赤） びん（コンテナ）
18 水 容器包装（紫）【全村】
19 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）
20 金 可燃ごみ（赤）
21 土
22 日
23 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）
24 火 可燃ごみ（赤）
25 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】
26 木 可燃ごみ（赤）
27 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）
28 土 資源回収
29 日
30 月 可燃ごみ（赤）
31 火 可燃ごみ（赤）

４日～ 11日～ 18日～ 25日～ 中川村のできごと
デジタル活用支援として、スマートフォンの基本的な使い方を放送しています。

1日（日）北 原 医 院 宮 田 村 TEL85-2214
2日（月）片 桐 診 療 所 中 川 村 TEL88-2512
3日（火）前澤外科内科クリニック 駒ヶ根市 TEL83-2151
8日（日）座 光 寺 内 科 医 院 駒ヶ根市 TEL83-3222
9日（月）東伊那すこやかクリニック 駒ヶ根市 TEL83-4024

15日（日）まえやま内科胃腸科クリニック 駒ヶ根市 TEL82-8614
22日（日）高山内科クリニック 駒ヶ根市 TEL82-6690
29日（日）こまちや東内科クリニック 駒ヶ根市 TEL81-7780
※最新の情報は村ホームページをご覧ください。


